
社会福祉法人 大阪市住吉区社会福祉協議会（2025.8 改訂） 

救急カプセルは住吉区社会福祉協議会や地域見守り相談室(住吉区役所 4階 43 番)窓口で配布しています。 

 

 

 
  

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

   

 
 

 

 
 

 

“もしも”の時に 

「救急カプセル」は、緊急時や災害時など“もしも”のときに備

え、必要な情報をカプセルにまとめておき、救急活動に役立てても

らう取り組みです。救急時に駆けつけた近隣住民や支援者、救急隊

などに必要な情報（「かかりつけ病院」や「持病」「緊急連絡先」

等）を的確に伝えるためのものです。 

救急搬送時に必要な情報を記入した「救急情報シー

ト」等をカプセルに入れ、冷蔵庫などで保管しておく

ことにより、迅速かつ的確な救急活動に役立てられる

ようにするものです。 

単身高齢者、高齢者のみ世帯、障がいのある方などご家庭の

『安心』を高める取組みです。 

（但し救急隊による活用を約束するものではありません） 

救急カプセル 

119 番通報 

※ご本人様の要請（了承）のもと、

カプセルを活用（持出し）します 

迅速な救急搬送 

①  ②  

③  ④ 

救急活動 

【活用イメージ例】 



≪注意事項≫ 

・「救急カプセル」は、個人の責任において保管・管理していただくものです。 

・「救急情報シート」は、緊急時や災害時に、救急隊員や行政、自主防災組織、搬送先医療機関、その他駆けつ 

けた人などが開封し活用します。かかりつけ医療機関があっても、他の病院に搬送されることがあります。 

・救急活動時、搬送に急を要するときや救急隊員が必要でないと判断した場合は、カプセルが活用されない場合 

があります。なお、救急隊員によるカプセルの活用（持出し）には本人の要請（了承）確認が必要です。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  
  

  

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

社会福祉法人 大阪市住吉区社会福祉協議会（地域支援担当） 
大阪市住吉区浅香１－８－４７ 住吉区在宅サービスセンター内 

TEL０６－６６０７－８１８１ FAX０６－６６９２－８８１３ 

 

情報は定期的に確認・更新しておくことが大切です。住吉区社協ホームページからシート

の様式をお取り頂けます。また、情報の更新方法について、定期的にご家族やご近所さん、

ケアマネジャーなどと話し合っておくことも重要なポイントです。 

↑救急情報シートの用紙はこちらからダウンロードできるほか、窓口でお渡しすることも可能です。 

QR 

③どうやって知らせるの？ 
駆けつけた救急隊などに救急カプセルの活

用を伝えられるように、目印のシールを「玄

関ドアの内側」と「冷蔵庫の扉」などに貼

っておきます。 
※貼付場所は、保管場所によって効果的な場所を

選びましょう。 

① 救急情報シートって？ 

自宅で具合が悪くなったとき、必要な情報

を正確、かつ迅速に伝えることは大変困難で

す。「救急情報シート」に必要な情報をあ

らかじめ記入しておくことで、緊急時に駆

けつけた近隣住民や支援者、救急隊や病院

などに伝えやすくなります。 
※救急隊員によるカプセルの活用（持出し）には 

 本人の要請（了承）確認が必要です。 

 

②どうやって保管するの？ 
専用容器に「救急情報シート」を入れて、 

冷蔵庫内の見つけやすい場所などに保管し

ます。 
※保管場所は、緊急時や災害時に活用されやすい

（伝えやすい）場所であるとともに、個人情報の 

管理についても考慮した場所を選びましょう。 

≪お問合せ先≫ 


